


  
 

 

 実 施 内 容（予定） 

①課題と解決策についての 
アンケート調査 

「まちづくり、市民活動をすすめる上で、何が課題

か？どんなことに困っているか？」 

「地域の市民活動がもっとチカラを得て、よい仕事をし

て、地域社会をよくすることに貢献するためには、ど

んなしくみやしかけがあったらいいのか？」 

について、アンケート調査票をつくる所から参加型で

進め、市内 460 団体へのアンケート調査を実施、報告

書を作成します。 

②具体的な市民活動の事例について 
ヒアリング調査とケーススタディ 

倉敷には様々な活動に取り組み、実績を持つ団体

が数多くあります。 

活動の内容と経緯、これまでの成果、利用者や参

加者、支援者や協力者、意志決定機構、団体の強み

と弱み、乗り越えた課題や工夫などについてヒアリン

グします。それらをまとめて活動事例集として報告書

を作成します。 

※調査対象は 20 団体程度を予定しています。 

 

 スケジュール（予定） 

第 1 回 
市民活動パワーアップのために「調査・研究で取り組む共

通課題」－研究会の枠組みを確認する－（仮） 8 月上 
第 6 回 

「ヒアリング中間報告とケーススタディ」① 12 月 

－事例から考える、パワーアップのための「しくみとしかけ」－（仮）  

第 2 回 「市民活動の全体像を掴むワークショップ」 8 月下 メンバーによるヒアリング調査の実施② 

第 3 回 
「調査・研究概要の検討と仮説づくりワークショップ」 

－市民活動の全体像から、研究概要を絞る－（仮） 9 月 
第 7 回 

「ヒアリング中間報告とケーススタディ」② 1 月 

－事例から考える、パワーアップのための「しくみとしかけ」－（仮） 

第 4 回 

「アンケート調査表の検討」 

－市民活動団体の現状を伝え、 

対策の根拠となる調査として－（仮） 10 月 

市民活動団体へアンケート調査の実施 

第 8 回 

「成果物の確認と改善提案」 2 月 

①市民活動パワーアップのためのアンケート調査結果報告書（案） 

②市民公益活動団体事例集－ヒアリング調査結果報告書（案） 

第 5 回 
「資源につながる事例集について協議・検討」 

－社会の共感と信頼を生む情報提供ツール－（仮）11 月 
第 9 回 成果物の最終確認、研究会のふりかえりワークショップ 3 月 

メンバーによるヒアリング調査の実施① ※研究会は平日昼間を予定しています。 

 

 研究会構成メンバー（予定、敬称略） 

市民活動団体の代表や
事務局長など 
（団体依頼メンバー） 

9～ 
12 名 
程度 

各分野・規模ごとに多様な視点から情報提供や意見提出を期待してい
ます。 

参加希望の方はご連絡下さい。 

近隣の支援センター、 
ボランティアセンター 

３名 
程度 

川上俊久 （特非）岡山ＮＰＯセンター 副代表理事 協働コーディネーター 

山本知穂 倉敷市社会福祉協議会 倉敷ボランティアセンター 

森光康恵 笠岡市市民活動支援センター この指とまれネットワーク委員会理事 

学識経験者 
３名 
程度 

金川幸司 岡山理科大学 総合情報学部 社会情報学科 教授 

後藤 裕 倉敷芸術科学大学 産業科学技術学部 起業経営学科 教授 

李 永喜 川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 准教授 

行政関係者 
３名 
程度 

倉敷市市民活動推進課，備中県民局協働推進室（オブザーバー） 

市民研究員 
（公募メンバー） 

６名 
程度 

市民（市民活動支援・協働に興味・関心のある個人） 

行政職員（協働・市民活動支援に興味・関心がある個人） 

 
※くらしきパートナーシップ推進ひろば では、この研究結果を元に 2010 年度（平成 22 年度）「市民活動

の適切な発展のための中長期プラン」を取りまとめる予定です。 

 事 業 実 施 の 必 要 経 費 へ 、 ご 寄 付 を お 願 い し ま す 。 目 標  ￥ 3 6 7 , 0 0 0 
中国銀行 真備支店 普通 １２９８９３１ 名義 くらしきパートナーシップ推進ひろば 会計 平尾博美 

市 民 活 動 ★ パ ワ ー ア ッ プ 研 究 会 に つ い て 




